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日  時 令和７年５月１日（木）18 時 30 分 ～19 時 30 分 
場  所 荒田農業研修センター 
対象地区 荒田 
参加人数 8 名 
 
■要望、質疑応答 

内   容 
〇除雪によりできた穴の補修ついて 
（市民から） 

冬の間にできた穴ぼこについて、通りにできたものは手入れしていると思うが、町内の

中にできたものは誰がいつ直すのか。 
 
（市から） 
・市道であれば市で直しており、業者へも点検をお願いしている。もし今後も残っている

ようであれば、建設課まで連絡をしてもらえれば、現場を確認して対応する。なお、補

修箇所には白くマーキングをしている。 
 
〇集会所駐車場の除雪ついて 
（市民から） 

  冬場に柏木農業高校前駅から高校生が降りた後、雪が多いため、高校の正門側ではなく

裏道を通って通学している。正門へ向かう通りは雪の影響で歩道がなくなってしまってい

る。車がすれ違う中、学生が歩いているところを見ると非常に危険である。歩道も途中で

切れて反対側にあり、横断歩道もなく、学生が道路を渡っている。除雪方法など検討して

ほしい。 
 

（市から） 
・現場の状況を見ながら、排雪するなど対応したい。 
・柏木農業高等学校とも連絡をとり、通学の安全を確保したい。 
 
〇福家近くの橋について 
（市民から） 

福家近くの橋について、歩道を作る計画はあるのか。学生が登下校で通っているため危

険である。 
 
（市から） 
・計画としてあげているが、現在は橋梁の補修に重点を置いている。なお、橋に歩道がで

きたとしても、その先（新屋町方面から荒田方面へ向かう道）に歩道がないため、関連

して進めなければならない。かなりの事業費を要するため、すぐ対応することは難しい。 
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・市内には橋が多くあるため、まずは橋の補修を進めている。 
〇福家近くの踏切周辺について 
（市民から） 

最近、福家近くの踏切に電車が来ると、車が踏切を渡れず道路に並んでしまっている。 
ちょうど通学・通勤時間と重なっていることで、車の脇を学生が通っており、危険である

ため歩道が確保できないか。 
 

（市から） 
・現場近くの住宅付近に側溝を作るなどして、少しずつ歩行者が通れる範囲を広げている。 
・交通量がどのくらいあるかを調べておきたい。 
〇古川住設前の道路について 
（市民から） 
 古川住設前の道路肩が低くなっている。直す予定はあるか。 
 
（市から） 
・現場を確認させていただく。 
〇福家近くの道路と線路の間にある木について 
（市民から） 
 最近木が大きくなっており、川沿いであることから、大きなものが流れてくると木に引

っかかって川がせき止められてしまうのではないか。以前に伐採したようだが、伐根はし

てないことから、また大きくなっている。 
  
（市から） 
・青森県管理の河川であり、毎年要望をあげているが、改めて現場を確認して報告させて

いただく。 
〇除雪した際の雪の置き場について 
（市民から） 

除雪後の雪が町会内の十字路に大量に置いていくことで、左右の見通しが悪くなる。大 
変な状況になったら市民から電話をすればよいのか、業者のほうで判断はできないものか。 
 
（市から） 
・業者側でも雪を寄せられる場所がなければ対応できないため、その際には排雪の準備を

するよう市へ電話してもらうことで伝えている。ただ、大雪で除排雪の手配がつかず遅

くなることがあったため、今後は早めに対応したい。 
 
（市から） 
・もし危険な状況に気が付けば、建設課へ連絡してほしい。 
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〇荒田町会の神社にあるイチョウの木について 
（市民から） 
 荒田町会内の神社にあるイチョウの木が樹齢５００年ほどになると認識している。市内 
の銘木などをまとめた本はあるものか。 
 
（市から） 
・銘木をまとめている本があるか、調べた後に回答したい。 

〇ふるさと納税について 
（市民から） 
 米の価格高騰で、ふるさと納税の米返礼品に問題があった自治体が報道されていた。平 
川市では、ほとんどがりんごに対する寄附だと思うが、令和６年度の実績はどうか。 
 
（市から） 
・令和６年度の実績は３億７千万円ほどとなっている。なお、りんごが８割程度を占めて

いる。 
〇市内の水道管について 
（市民から） 
 メディアで水道管が爆発したと報道があったが、平川市ではどうか。 
 
（市から） 
・管が割れれば水が噴き出すことはあるが、市内に通っているものは大きい管でないため 

爆発するといった大きな被害にはならない。もし異変を感じた場合は、上下水道課へ連 
絡いただければ現場を確認して対応する。 

 


